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第２５号　（２０００．１２）

冊子『インターネットで文献探索２０００年版』配布開始

　当館編集による冊子『インターネットで文献探索２０００年版』（写真左）が７月に完成し、配付を開始
いたしました。本書の配付は１９９８年の初版、１９９９年版に続いて、これで３回目となります。

　本書では、各国別のインターネットによる文献探索法を扱います。例えば、図書の内容を知り、購
入するにはどこにアクセスすればよいか（例：オンライン書店）またその図書をどこが所蔵している
か（例：図書館）などが分かるようになっています。文献探索のメインとなる図書・雑誌・新聞以外
にも、映画データベースや音楽データベース等も扱っています。また、本書で紹介する文献探索デー
タベースは検索無料のものばかりですので代金は一切かかりません。（但し、プロバイダーへの電話料
金や接続料金は別）

　本書は、実践女子大学・短大関係者（教職員、学生、卒業生）には無償で配布しておりますので、希
望される方はカウンターまでお気軽にお申し出下さい。また、日本図書館協会を通じて学外一般の方
への販売が９月に開始されたことを申し添えておきます。

日本図書館協会版『インターネットで文献探索２０００年版』入手方法
本体価格￥１，８００円、ＩＳＢＮ４－８２０４－００２１－５です。近隣の書店（取寄）やオンライン書店にご注文下さる
か、日本図書館協会出版販売係（ＴＥＬ：０３－３５２３－０８１２）にお問い合わせ下さい。この版については、当
館での配布・頒布は一切ございませんのでご注意下さい。

日本図書館協会版学内配布版
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『図書館の利用にあたって』

　実践女子大学が他学に向かって先ず誇れるものに
図書館があります。入口には「一つの事に向けられた不
断の努力は往 に々して、天才の技巧に勝る」と書かれた
キケロの言葉が目に入りますが、知識の宝庫といわれ
る優れた図書館はまさしく教育・研究の成果の根源と
いっても過言ではありません。

　受験生は先ず図書館を見学し、「この様な大学で勉
強したい」と思った学生も多いことと思います。オープン
書架式で如何にも女子大学らしい静かな造りに、学生
のみならず多くの図書館を訪れる人達から異口同音に
「素晴らしい」とのお誉めの言葉を戴き、案内する立場
にあった私も大変誇らしさを覚えたものです。戦災です
べてを消失したとはいえ、多くの諸先輩のご努力によっ
て集められた書籍等は、大学、短大あわせて今や約３５
万冊にのぼっております。中でも文学部国文学科は女
子大学の中では最も古くから博士課程が設置されただ
けあって、他学にはみられない多くの古典籍が特殊コ
レクションである山岸文庫、黒川文庫、常磐松文庫に所
蔵されており、国文学科教員は無論のこと、院生、学生
達の貴重な研究材料になっております。
　また、本学卒業生である向田邦子の文庫が図書館
の一角に設けられ、人気を博しており、研究会も開かれ
ております。
　英文学科は、多くの図書とともに特殊コレクション、本
間文庫には英国の文豪オスカー・ワイルドの書籍が数
多く集められております。理事長澤井勇先生は英文学
科教授として教鞭をとられる中で、ワイルドについての
講議もされ、日本ワイルド協会の会長もされておられま
す。本学を尋ねられた外国の方は、オスカー・ワイルド
自筆の手紙や髪の毛があることに大変驚かれておりま
した。
　美学美術史学科は昭和６０年に設置され、本学として
は比較的新しい学科ですが、設立に際し集められた数
多くの美術書やその後購入された貴重な図書等は、諸
先生方に大変好評を得ております。その上、本学科の
先生方は、実際に本物に触れることに優れるものはなし
というのでしょうか、よく学生達を外部の展示施設に案

大学  食生活科学科（元  図書館館長）　

教授　宮　沢　文　雄

内するようです。私もこうした美術品を見て歩くのが好
きで、諏訪湖畔にある北澤美術館では先生に引率され
た学生達が見学している時、偶然一緒になる事も何度
かありました。
　生活科学部食生活科学科、生活環境学科、生活文
化学科の３学科の性格は日々進歩する生活の様式を
学び、それらを総合的に結びつけ、新たな生活を創造
していく学問領域です。学問が細分化して参りますと、
人間生活全般にわたる全ての領域で新しい書籍が必
要とされるのですから、数限りありません。この点文学部
において要望される書籍とは大分様相が異なります。
極端な表現をすれば、文学部では古い書籍ほど貴重
ですが、生活科学部は新しいものが評価され、うっかり
すると古いものは無用の長物となりかねません。そうし
た意味では選書が大変難しいので各学科の先生方に
新刊図書リストを配布し、選んでいただき、購入するよ
うにしてきました。
　図書はいずれも人に利用されるためのものであり、利
用しやすい状態にするのが図書館のあるべき姿です。
十年一昔といいますが、私が図書館長であった約１０年
前と現在とは隔世の感があります。私達は図書館利用
者に対して素早く対応できるよう図書整備にコンピュー
タの導入計画を立て、一部機械化が進みましたが、当
時はまだまだ微 た々るものでした。蔵書の遡及入力を始
めたのは後任の三隅館長の時代からですが、その後急
速に機械化が進み、昨年には全蔵書のコンピュータ入
力が完了し、大学、短大のパソコン端末で瞬時に所蔵
情報を調べることができます。また、文部省主導の学術
情報システムによって全国の大学図書館の所蔵資料を
相互の協力により利用できるようになり、学術雑誌の文献
提供も可能にしています。さらにインターネットを利用し、
全世界の大学図書館所蔵資料の情報も検索できるよう
になりました。
　本学では、他大学に比較すると図書購入にかなりの経
費を支出しておりますが、仮に求める本が本学になくても、
大部分は皆さんの要望に応えられるようになっています。
　この様に図書館利用者に広くかつスピーディーに対
応できるようになったことは大変素晴らしいことですが、
ここで一つ提言をしたいと思います。
　昔、私達は時間さえあれば図書館に潜り込み、一冊一
冊の図書を丹念に探り、文献を自分で探したものです。
そこには様 な々思わぬ収穫がありました。それが後に大
変役にたつこともあります。このことは旅行と同じで、飛
行機や自動車などの乗り物を利用する旅とは異なり、自
分の足で歩いて旅をする中には貴重な発見もあります。
是非、図書館を利用するにあたってはこのようなゆった
りとした時間もとり、じっくりと勉強してみて下さい。

キケロの言葉


